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論文審査の結果の要旨 

乾癬はTh17細胞より産生される IL-17Aによる慢性炎症疾患といわれている。

皮膚レジデントメモリーT 細胞（皮膚 TRM 細胞）は皮膚表面にとどまり生体防御

の役割をしている。乾癬病変部では CD4 陽性 CD103 陽性皮膚 TRM 細胞と CD8

陽性 CD 103 陽性皮膚 TRM 細胞の両者が存在する。申請者はこの皮膚 TRM 細胞が

乾癬にどのように関与しているか、また臨床経過と関連するかを検討した。研

究は浜松医科大学臨床研究倫理委員会の承認を得ている。皮膚科学教室で保有

している尋常性乾癬患者 10 名の皮膚培養組織を使用した。蛍光抗体法で組織を

みると、乾癬病変部の表皮内のT細胞のほとんどがCD8陽性CD103陽性であり、

表皮の肥厚とも相関していた。また CD103 陽性細胞は CD 69 陽性 CD62L 陰性

CCR 7 陰性であり、皮膚 TRM 細胞と同じ形質であった。 細胞をセルソーターで

分離し、培養したのちフローサイトメトリーで CD103 陽性細胞の IFN－γ、IL-17 

A、IL-22 のサイトカインの細胞内発現を調べた。CD8 陽性 CD103 陽性皮膚 TRM

細胞は、CD4 陽性 CD103 陽性 T 細胞より IFN－γ、IL-17 A の産生が多く、CD8 

陽性 CD103 陰性 T 細胞より IL-17 A の産生が多かった。乾癬の病態に最も重要

とされている IL-17 A の発生源となっていることが明らかになった。臨床経過で

も生物学的製剤などで追加治療を要した群では外用治療のみの群に比べて CD8

陽性 CD103 陽性皮膚 TRM 細胞の割合が多い傾向にあった。本研究は、従来いわ

れていた Th17 細胞だけでなく、CD8 陽性 CD103 陽性皮膚 TRM 細胞が IL-17 A を

産生し、乾癬の病態に関連していることを示し、臨床経過との相関を明らかに

した。そして乾癬の病態予測のバイオマーカーや治療選択につながる点を審査

委員会では高く評価した。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員

一致で評価した。 
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